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序　文

当院における筋性斜頸の手術件数は，1970 年
代をピークに近年では少子化だけでは説明がつか
ないほどに激減している（図 1）1）．筋性斜頸の成
因として，胚種異常，阻血，炎症2）などのほかに，
胸鎖乳突筋の過伸展損傷5）や分娩外傷7）などの産
科学的要因も報告されている．当院における筋性
斜頸の手術数の推移と産科学的疫学データの推移
を調査し，比較したので報告する．

対象・方法

対象は 1953 年以降に岡山県で出生し，当院で
手術を施行した筋性斜頸 328 例（男 163 例，女
165 例）で，手術時年齢は平均 5.4 歳（1 か月～25
歳），右 204 例，左 124 例，術式は腱切離術が 23

例，亜全摘出術が 140 例，部分切除術が 165 例で
あった．手術時の年齢から出生年を逆算し，出生
年次における筋性斜頸の手術症例数をグラフ化し
た．産科学的データは厚生労働省の人口動態統計4）

を用い，岡山県の出生数，帝王切開率，早産率，
過期産率，出生体重の推移を調査した．出生数に
対する手術数の推移と，帝王切開率・早産率・過
期産率・出生体重の推移との関連を調査した．

結　果

出生数に対する筋性斜頸手術件数は 1970 年代
に最大で，年間出生数 3 万 1996 に対して手術は
26 例（0.08％）であったが，1980 年後半以降は激
減し，約 16 分の 1 程度（1997 年：出生 1 万 9154
人に対し筋性斜頸手術件数 1 例（0.005％））まで減
少していた（図 2）．帝王切開率は 1970 年代には
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要　旨　【目的】近年，筋性斜頸の手術件数は，少子化だけでは説明がつかないほどに激減してい
る．当院における筋性斜頸の手術例の推移と産科学的データの推移との関連を調査した．【対象・
方法】1953 年以降に岡山県で出生し，当院で手術を施行した筋性斜頸 328 例を対象とした．年間出
生数に対する筋性斜頸の割合の推移と，帝王切開率・早産率・過期産率・出生体重の推移との関連
を調査した．【結果】年間出生数に対する手術数の割合は 1970 年前後に多く，最大で 0.08% であっ
た．1980 年代後半以降は減少し，最小で 0.005% であった．一方，出産時の帝王切開率は 1970 年ご
ろには 10% であったが，1980 年代から急増し 2000 年代以降は 19% に増加していた．早産率も
1970 年代は 3.5% であったが，2000 年以降は 6% に増加していた．その半面で，過期産率は 1970
年代には 5% であったが，2000 年以降は 1% 未満に減少していた．また，出生時平均体重は 1970
年代には 3.5 kg であったが，2000 年代は 3.0 kg に減少していた．【結論】帝王切開率の増加や過期
産の減少なども，筋性斜頸の減少に寄与している可能性があった．
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期産率は 1970 年代には 5％であったが，2000 年
以降は 0.5％と約 10 分の 1 に減少していた（図
5）．出生時の平均体重は 1970 年代では 3.5 kg で
あったが，2000 年代では 3.0 kg と約 15％減少し

10～15％であったが，1980 年代から急増し 2000
年代以降は 19％と約 2 倍に増加していた（図 3）．
早産率も 1970 年代には 3.5％であったが，2000
年以降は 6％と約 2 倍に増加していた（図 4）．過

図 1．当院における筋性斜頸の手術件数の推移
1970 年代をピークに激減している．

図 2．出生数に対する筋性斜頸手術件数の推移
1970 年代に最大で 0.08％であったが，1980 年後半以降は減少し，最小では 0.005％であった．

筋性斜頸（出生年次別）
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ていた（図 6）．

考　察

自然分娩における筋性斜頸の発症率は，頭位で
約 1％であるのに対して骨盤位では 17 ～19％と
され，骨盤位分娩に筋性斜頸が多く発生すること
が報告されている6）8）．鈴木らの報告では，胸鎖
乳突筋への過伸展ストレスが頭位分娩では少ない
が，骨盤位分娩では多くかかるため筋性斜頸が発
生しやすいと考察されている8）．また，沖らの胎

位別の筋性斜頸発生率の報告では，頭位と比べ骨
盤位で発生率が高く，帝王切開の方が筋性斜頸の
発生が少なくなると述べられている6）．本調査結
果においても，1980 年代後半より筋性斜頸の発
生が 16 分の 1 に減少したのに対し，帝王切開率
は 2 倍に増加しており，帝王切開の増加は筋性斜
頸の減少に寄与している可能性が考えられた．

また，筋性斜頸の発生率は早産で低く，満期・
過期産で高いことが報告されている6）．本調査結
果においても，早産は 2 倍に増加したのに対して

図 3．帝王切開率の推移
1970 年代は 10～15％であったが，1980 年代から急増し，2000 年代以降は 19％に増加していた．

図 4．全出生における早産（37 週未満）の割合の推移
1970 年代は 3.5％であったが，2000 年以降は 6％に増加していた．

図 5．全出生における過期産（42 週以上）の割合の推移
1970 年代は 5％であったが，2000 年以降は 0.5％に減少していた．
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過期産は 10 分の 1 に減少しており，在胎週数が
短くなったことも帝王切開の増加とともに筋性斜
頸の減少に関与している可能性が考えられた．

全国の出生時の平均体重は 1970 年代から 2000
年代にかけて約 15％減少していた．2500 g 未満
の低出生体重児と 3800 g 以上の児に筋性斜頸の
発生が多かったとする報告9）がある一方で，2500
～3500 g の児に多かったとする報告6）もある．
Kiesewetter らは，出生体重と筋性斜頸発生率と
の間には一定の見解がないと述べている3）．体重
などの胎児側因子だけでなく，経産婦か初産婦か
などの相互関係も筋性斜頸の発生に影響している
と考えられるが，今回は調査できていない．

本研究の limitation は，手術症例のみを対象と
しており全例調査ではないこと，生後に県外へ転
出した症例は含まれていないことである．

結　論

当院における筋性斜頸の手術症例数は，1970
年代から 2000 年代にかけて約 16 分の 1 に減少し
ていた．一方で，同期間に帝王切開率は 2 倍，早
産は 2 倍に増加し，過期産は 10 分の 1 に減少し
ていた．帝王切開率の増加や過期産の減少が筋性
斜頸の減少に寄与している可能性があった．
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図 6．出生時平均体重の推移（全国）
1970 年代までは 3.5 kg であったが，2000 年代には 3.0 kg に減少していた．


